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　DCブラシレス・モータの構造やどのようなプログ
ラムで制御すればよいかを解説するため，前回（本誌
2024年7月号）に続き原理の分かりやすいDCブラシ
付きモータを取り上げます．今回は，電磁気とモータ
の回転の話です．コイルの巻き数などによって，モー
タの特性がどのように変わるかを解説します．連載で
は，モータを回すためのプログラムを作るために，ま
ずはモータの構造を解説していきます．

コイルの仕様によって変わる�
モータの特性

　図1（a）のようにDCブラシ付きモータに電源だけ
が接続された回路の特性を考えます．モータ内部は電
気的にはコイルがあるだけです．等価回路は，コイル
の抵抗分と直列に接続された回路で示すことができま
す［図1（b）］．

● 誘起電圧によってモータの電流が制限される
モータのコイルに流れる電流は，電源電圧から誘起

電圧を引いた値をコイルの抵抗値で割った値になりま
す．

Ia＝ Ea－Ec
R

Ea：電源電圧　　R：モータ・コイルの抵抗

Ia：モータ電流　Ec：モータ誘起電圧
　Ecは電磁誘導による誘起電圧です．モータなのに
発電機なのかと思うかもしれません．モータは電池な
どを接続して回転させますが，そのとき永久磁石の前
をコイルが移動するので，発電機の性質も持っていま
す．

コイルの抵抗値は，材質や線径によって変わりま
す．

● コイルの巻き数によって誘起電圧が変わる
誘起電圧は，コイルの巻き数と回転数に比例しま

す．巻き数を多くすると誘起電圧定数が大きくなりま
す．モータの最高回転数（無負荷時）は誘起電圧定数
が大きいほど低く，誘起電圧定数が小さいほど高くな
ります．当然ですが誘起電圧は，電源電圧以上にはな
りません．
Ec＝Ke×N
Ec：モータ誘起電圧　Ke：発電係数
N：回転数
　回転数が上がると誘起電圧が大きくなるため，コイ
ルを流れる電流は小さくなります．

● モータ・トルクと回転数の関係
高回転で回るモータを作るには巻き数を減らせばよ

いのですが，モータが発生するトルクは電流と巻き数
に比例するので，同じ電流値なら巻き数が多いほどト
ルクが大きくなります．つまり巻き数を減らすと高回
転だがトルクが低くなり，巻き数を多くすると低回転
だがトルクが大きくなります．
T＝Kt×Ia
T：トルク　Kt：トルク定数
Ia：モータ電流

　DCブラシ付きモータの特性は，トルク-回転数
（T-N）とトルク-電流（T-I）特性図で示されます（図2）．
　図2の左端は無負荷時を示します．このときが最高
回転数で回る状態です．誘起電圧が電源電圧に近づい
ているので電流がほとんど流れず，電流値は0に近づ
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図1　DCブラシ付きモータの電気的な特性
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